
 

 

公立大学法人 

京都市立芸術大学評価委員会委員名簿 

 

（五十音順・敬称略） 

 

  太田
お お た

 耕人
こうじん

 

小畑
お ば た

 英明
ひであき

 

白石
しらいし

 克
かつ

孝
たか

 

鈴鹿
す ず か

 可奈子
か な こ

 

中田
な か だ

 英里
え り

 

京都教育大学 学長 

日新電機株式会社 特別顧問 

龍谷大学 副学長 政策学部教授  

株式会社聖護院八ッ橋総本店 専務取締役 

公認会計士 

 

 
＜特別委員＞ 

  入山
いりやま

 章
あき

栄
え

 

梶谷
かじたに

 良
よし

野
の

 

山口
やまぐち

 周
しゅう

 

早稲田大学ビジネススクール（大学院経営管理研究科） 教授 

株式会社島津製作所 常務執行役員 

株式会社ライプニッツ 代表 
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京都市条例第５７号 

   京都市公立大学法人京都市立芸術大学評価委員会条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は，地方独立行政法人法に定めるもののほか，公立大学法人京都市立芸

術大学評価委員会（以下「委員会」という。）の組織及び委員その他委員会に関し必要な

事項を定めるものとする。 

（組織） 

第２条 委員会は，委員５人以内をもって組織する。 

２ 委員は，大学の教育研究又は事業の経営に関し優れた識見を有する者その他市長が適

当と認める者のうちから，市長が委嘱し，又は任命する。 

（委員の任期） 

第３条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間と

する。 

２ 委員は，再任されることができる。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は，委員の互選により定める。 

３ 委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。 

４ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代理する。 

（招集及び議事） 

第５条 委員会は，委員長が招集する。 

２ 委員長は，会議の議長となる。 

３ 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

４ 委員会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。 

５ 委員会は，必要があると認めるときは，委員以外の者に対して，意見の陳述，説明そ

の他の必要な協力を求めることができる。 

（委任） 

第６条 この条例に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，市長が定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第５条第１項の規定にかかわらず，最初の委員会は，市長が招集する。 
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京都市規則第６５号 

   京都市公立大学法人京都市立芸術大学評価委員会条例施行規則 

（庶務） 

第１条 公立大学法人京都市立芸術大学評価委員会（以下「委員会」という。）の庶務は，

行財政局において行う。 

（補則） 

第２条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が定め

る。 

   附 則 

 この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 
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地方独立行政法人法の規定 

条   文 

第２５条 
（中期目

標） 
 
 
 
 

第１項 設立団体の長は，三年以上五年以下の期間において地方独立行政法人が達成すべき

業務運営に関する目標（以下「中期目標」という。）を定め，当該中期目標を当該

地方独立行政法人に指示するとともに，公表しなければならない。当該中期目標を

変更したときも，同様とする。 

第２項 中期目標においては，次に掲げる事項について具体的に定めるものとする。 

一 中期目標の期間（前項の期間の範囲内で設立団体の長が定める期間をいう。以 

 下同じ。） 

二 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

三 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

四 財務内容の改善に関する事項 

五 その他業務運営に関する重要事項 

第３項 設立団体の長は，中期目標を定め，又はこれを変更しようとするときは，あらかじ

め，評価委員会の意見を聴くとともに，議会の議決を経なければならない。 

第２６条 

（中期計

画） 

第１項 地方独立行政法人は，前条第一項の指示を受けたときは，中期目標に基づき，設立

団体の規則で定めるところにより，当該中期目標を達成するための計画（以下「中

期計画」という。）を作成し，設立団体の長の認可を受けなければならない。当該

中期計画を変更しようとするときも，同様とする。 

第２項 中期計画においては，次に掲げる事項を定めるものとする。 
一 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成 
 するためとるべき措置 
二 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 
三 予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 
四 短期借入金の限度額 
四の二 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれ 
   る財産がある場合には，当該財産の処分に関する計画 
五 前号に規定する財産以外の重要な財産を譲渡し，又は担保に供しようとすると 
 きは，その計画 
六 剰余金の使途 
七 その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

第３項 設立団体の長は，第一項の認可をした中期計画が前条第二項第二号から第五号まで

に掲げる事項の適正かつ確実な実施上不適当となったと認めるときは，その中期計

画を変更すべきことを命ずることができる。 

第４項 地方独立行政法人は，第一項の認可を受けたときは，遅滞なく，その中期計画を公

表しなければならない。 
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第７８条

の２ 

（各事業

年度に係

る業務の

実績等に

関する評

価等の特

例） 

第１項 公立大学法人は，毎事業年度の終了後，当該事業年度が次の各号に掲げる事業年度

のいずれに該当するかに応じ当該各号に定める事項について，評価委員会の評価を

受けなければならない。この場合において，第二十八条から第三十条までの規定は，

公立大学法人には，適用しない。 

一 次号及び第三号に掲げる事業年度以外の事業年度 当該事業年度における業

務の実績 

二 中期目標の期間の最後の事業年度の前々事業年度 当該事業年度における業

務の実績及び中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業

務の実績 

三 中期目標の期間の最後の事業年度 当該事業年度における業務の実績及び中

期目標の期間における業務の実績 

第２項 公立大学法人は，前項の評価を受けようとするときは，設立団体の規則で定めると

ころにより，各事業年度の終了後三月以内に，同項第一号，第二号又は第三号に定

める事項及び当該事項について自ら評価を行った結果を明らかにした報告書を評

価委員会に提出するとともに，公表しなければならない。 

第３項 第一項の評価は，同項第一号，第二号又は第三号に定める事項について総合的な評

定を付して，行わなければならない。この場合において，同項各号に規定する当該

事業年度における業務の実績に関する評価は，当該事業年度における中期計画の実

施状況の調査及び分析を行い，その結果を考慮して行わなければならない。 

第４項 評価委員会は，第一項の評価を行ったときは，遅滞なく，当該公立大学法人に対し

て，その評価の結果を通知しなければならない。この場合において，評価委員会は，

必要があると認めるときは，当該公立大学法人に対し，業務運営の改善その他の勧

告をすることができる。 

第５項 評価委員会は，前項の規定による通知を行ったときは，遅滞なく，その通知に係る

事項（同項後段の規定による勧告をした場合には，その通知に係る事項及びその勧

告の内容）を設立団体の長に報告するとともに，公表しなければならない。 

第６項 設立団体の長は，前項の規定による報告を受けたときは，その旨を議会に報告しな

ければならない。 

第７項 第二十九条の規定は，第一項の評価を受けた公立大学法人について準用する。 

第７９条 

（認証評

価機関の

評価の活

用） 

 評価委員会が公立大学法人について前条第一項第二号に規定する中期目標の期間

の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績又は同項第三号に規定

する中期目標の期間における業務の実績に関する評価を行うに当たっては，学校教

育法第百九条第二項に規定する認証評価機関の教育及び研究の状況についての評

価を踏まえることとする。 
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